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要
支
援
者
の
総
合
事
業 

２
０
１
６
年
４
月
よ
り
移
行
予
定 

２
０
１
５
年
度
よ
り
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

次
の
点
が
大
き
く
変
わ
る
。 

① 

要
支
援
者
へ
の
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
）
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
市

が
行
う
地
域
支
援
事
業
に
置
き
換
え
、
専
門
で

な
い
サ
ー
ビ
ス
で
も
可
能
と
す
る
。 

② 

特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
者
を
原
則
介
護
３
以
上

と
す
る
。 

③ 

利
用
料
２
割
負
担
の
導
入
。 

④ 

施
設
入
所
の
食
費
・
居
住
費
に
資
産
要
件
。 

こ
の
よ
う
な
改
定
は
、社
会
保
障
制
度
の
根
幹
を

揺
る
が
す
大
改
悪
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。改

め
て
、
市
民
の
暮
し
・
い
の
ち
を
守
る
自
治
体
の
役

割
が
一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。米
原
市
で
の
改
悪
を
許

さ
な
い
対
策
を
問
う
。 

Ｑ
１
、
米
原
市
の
要
介
護
認
定
者
は
何
人
で
、
要
支

援
者
は
何
員
で
す
か
。 

Ａ
、
要
介
護
認
定
者
は
２
０
１
５
年
１
月
１
日
で

２
，
０
６
６
人
、
要
支
援
者
は
３
９
１
人
。 

 

Ｑ
２
、
要
支
援
者
を
市
の
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常

生
活
総
合
事
業
へ
の
移
行
時
期
は 

Ａ
、
２
０
１
６
年
４
月
を
目
指
し
て
い
る
。 

※
全
国
で
は
７
５
％
の
市
町
村
が
２
０
１
７
年
４

月
と
し
て
い
る
。準
備
を
十
分
す
べ
き
と
指
摘
し

ま
し
た
。 

 

Ｑ
３
、
要
支
援
者
が
、
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
望
ま
れ

た
と
き
可
能
か
。 

Ａ
、
可
能
で
す
。 

※
不
安
を
持
っ
て
い
る
人
の
声
を
十
分
把
握
す
べ

き
で
あ
り
、重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
専
門
的
ケ

ア
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

Ｑ
４
、
２
割
負
担
と
な
る
人
の
人
数
は
。 

Ａ
、
２
０
１
４
年
４
月
現
在
で
は
被
保
険
者
１
０
，

６
７
９
人
中
１
，３
６
１
人
。割
合
は
１
２
．７
％

で
す
。 

 

Ｑ
５
、市
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
取
組

は
。 

Ａ
、
今
回
の
改
正
は
、
医
療
と
介
護
の
総
合
的
な
確

保
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
米
原
モ
デ
ル

構
想
を
策
定
し
、地
域
包
括
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

整
備
や
地
域
お
茶
の
間
創
造
事
業
や
地
域
支
え

合
い
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。 

 

入札 

節木三千代氏 

 

３
月
６
日
の
太
田
議
員
の
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
①
今
回
の
介
護
保
険
の
制
度
改
定
が
ど
の

よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
と
②
介
護
報
酬
引
き
下
げ
で
介
護
事
業
者
や
介
護
職
員
に
も
た

ら
す
影
響
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
介
護
の
後
退
を
許
さ
な
い
取
組
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

雑
感 

太
田
議
員
の
一
般
質
問
で
、
保
守
系
議
員
が
大
変
良
か
っ
た
と
ほ
め
て
い
ま
し
た
。
時
間

も
き
っ
ち
り
３
０
分
使
い
切
り
、
ま
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
も
意
見
を
聞
き
、
裏
付
け
を
と

っ
た
質
問
で
し
た
。
し
か
し
今
後
の
介
護
保
険
事
業
は
不
透
明
で
す
。
老
人
が
増
え
、
医
療
や
介

護
の
自
然
増
は
さ
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
消
費
税
は
そ
れ
を
理
由
に
増
や
し
た
の
で
は
。
し
か
し
政

府
は
圧
縮
し
よ
う
と
躍
起
で
す
。
本
当
の
ね
ら
い
は
、
法
人
税
減
税
や
突
出
し
た
軍
事
費
、
無
駄

な
公
共
事
業
に
あ
り
ま
す
。
共
産
党
は
消
費
税
に
頼
ら
な
い
財
政
の
あ
り
方
を
提
案
し
て
い
ま
す
。 

施
設
平
均
１
５
０
０
万
円
報
酬
減 

職
員
４
人
分
の
賃
金
相
当 

２
０
１
５
年
４
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
「
介
護
報
酬
」
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
。
そ
の
額
は
２
．
２
７
％
と
い
う

過
去
最
大
級
の
引
き
下
げ
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

介
護
職
員
の
平
均
年
収
は
正
規
職
員
で
３
０
７
万

円
、
月
給
で
２
２
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
労
働
条

件
に
比
べ
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
「
処
遇
改
善
加

算
」
は
あ
る
に
し
て
も
事
業
者
の
介
護
報
酬
が
下

が
れ
ば
、
人
員
等
の
削
減
に
つ
な
が
り
経
営
が
厳

し
く
な
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 Ｑ
１
、
今
回
の
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
の
影
響
額 
 

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。 

Ａ
、
米
原
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
７

６
人
で
試
算
し
た
と
こ
ろ
１
，
２
４
８
万
円
、
介

護
老
人
保
健
施
設
入
所
者
１
５
２
人
で
試
算
し
た

と
こ
ろ
８
１
２
万
円
の
減
額
で
し
た
。 

※
全
国
の
施
設
で
平
均
１
５
０
０
万
円
の
減
額
、

介
護
職
員
４
人
分
に
あ
た
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 
Ｑ
２
、
管
内
の
施
設
の
経
営
に
問
題
は
な
い
の
か
。 

Ａ
、
経
営
は
、
県
が
監
査
等
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

市
に
お
い
て
は
把
握
で
き
な
い
。
た
だ
報
酬
の
加

算
等
も
あ
り
、
今
回
の
減
算
額
は
、
施
設
の
取
り

組
み
で
加
算
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。 

※
市
内
の
特
老
ホ
ー
ム
で
「
ベ
ッ
ド
も
開
設
時
の

物
を
使
っ
て
お
り
、
エ
ア
コ
ン
も
取
り
替
え
た
い

が
、
今
回
の
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
で
経
営
見
通

し
が
た
た
ず
更
新
出
来
な
い
」
と
経
営
が
厳
し
い

こ
と
を
訴
え
た
。 

 

Ｑ
３
、
市
と
し
て
の
介
護
職
員
の
人
材
不
足
や
待

遇
改
善
の
支
援
策
は
あ
る
の
か
。 

Ａ
、
２
０
１
５
年
か
ら
人
材
不
足
解
消
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
市
と
し
て
も
「
介
護
職
員
初
任
者

研
修
奨
励
金
事
業
」
を
創
設
し
た
。 

 

Ｑ
４
、
処
遇
改
善
加
算
に
よ
る
効
果
は
あ
る
の
か
。 

Ａ
、
介
護
職
員
処
遇
改
善
で
労
働
条
件
改
善
や
人

手
不
足
が
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ
５
、
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
で
は
な
く
、
抜
本

的
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

Ａ
、
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
で
、
１
割
負
担
が
下

が
る
こ
と
や
、
市
町
村
の
負
担
が
下
が
る
こ
と
も

あ
り
、
幅
広
い
意
見
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
適
切

に
判
断
さ
れ
る
と
考
え
る
。 


